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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶催
しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要な催
しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先着順の
申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受付▶申し
込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がないものは市
役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午後５時 30 分、
祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公共
交通機関のご利用を。
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年
末
年
始
の
業
務
案
内

　

〜
市
役
所
本
庁
の
業
務
日
は
年
末
が
28
日
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
始
は
４
日
か
ら
～

市
役
所
本
庁
の
年
末
年
始
の
業
務
日
は
、
年
末
が
28
日
㈭
ま
で
、
年
始
は
４
日
㈭
か
ら
で
す
。

ご
み
・
し
尿
、
水
道
な
ど
の
業
務
や
各
施
設
の
年
末
年
始
開
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

休
業
期
間
中
、
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
施
設
の
休
館
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

業務内容 年末 年始

死亡したペットの収集
環境衛生課（有料）

30 日㈯まで
※ 29 日、30 日は

午前中まで。
４日㈭から

死亡したペットの持ち込み
市営斎場（有料） 30 日㈯まで ３日㈬から

し
尿
く
み
取
り
（
環
境
衛
生
課
）

定期のくみ取り
29 日㈮まで ４日㈭から

※１月１日〜３日の収集地域は
　年末に実施。

臨時のくみ取り 28 日㈭まで ４日㈭から

※申し込みは希望日の午前 10 時までに環境衛生課へ。
※簡易水洗式トイレの水の出しすぎ、水漏れにご注意を。
※浄化槽の故障などは設置業者、管理業者に依頼を。

水
道
（
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
）

修繕業務

無休。ただし、なるべく 28 日
㈭正午までに連絡を。道路上な
どでの漏水は早急に水道料金セ
ンターへ。

引っ越しなどに伴う
開閉栓の届け出 28 日㈭まで ４日㈭から

業務内容 年末 年始

ご
み
収
集
（
環
境
衛
生
課
）
※
平
常
時
間
よ
り
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
え
る
ご
み

月・木収集 28 日㈭まで 4 日㈭から

火・金収集 29 日㈮まで 5 日㈮から

水・土収集 30 日㈯まで 6 日㈯から

◉もえないごみ・粗大ごみ
◉資源ごみ（ペットボ
トル、プラスチック製
容器包装、カン・ビン・
小型金属類、古紙・古布）

第１月曜日（１月 1 日）の収集
は12月28日㈭、第１火曜日（１
月 2 日）の収集は 12 月 29 日㈮、
第１水曜日（１月３日）の収集
は 12 月 30 日㈯に振り替えま
す。※上記収集日以外は年末
年始も通常どおり収集します。

引っ越しなどに伴う
臨時ごみ（有料）

28 日㈭まで ４日㈭から

※申 し 込 み は 希 望 日 の ４ 日 前
（土・日・祝日・年末年始を除く）
までに環境衛生課へ。

水曜日
収集地区 27 日㈬まで 10 日㈬から

木曜日
収集地区 28 日㈭まで 4 日㈭から

南河内環境事業組合
第２清掃工場への直
接持ち込み（有料）

28 日㈭まで ４日㈭から
※ごみを積載し、印鑑を持って午

前９時 30 分から午後４時 30
分までに第２清掃工場へ。

衛生処理場・資源
選別作業所への陶
磁器製・ガラス製
食器の持ち込み

28 日㈭まで ４日㈭から

※衛生処理場は午前10時～正午、
資源選別作業所は午後１時～３
時まで。

◉年末年始の各業務の取り扱い

施設名 年末 年始

・市民交流センター　キックス
・図書館
・公民館
・ふるさと歴史学習館
・滝畑ふるさと
　文化財の森センター
・市民総合体育館
・岩湧の森 四季彩館
・林業総合センター 木

きん

根
こん

館
かん

・日野コミュニティセンター
・市民公益活動支援センター
・三日市市民ホール
・ノバティホール
・消費生活センター
・子ども・子育て総合センター
　あいっく
・子育て支援センターちよだだい
・保育所
・東部・中部・西部地域包括
　支援センター
・保健センター
・健康支援センター
　ウェルネスフォレスト三日市

28 日㈭
まで

4 日㈭
から

施設名 年末 年始

・障がい者福祉センター
　あかみね
・あやたホール
・くすのかホール
・福祉センター錦渓苑

27 日㈬まで ５日㈮から

・市立テニスコート
・市立グラウンド
・寺ケ池公園野球場
・武道館
・下里人工芝球技場

無休（施設利用の窓口申請
は年末は 28 日㈭まで、年
始は 4 日㈭から）

・ラブリーホール 29 日㈮まで ４日㈭から

・奥河内くろまろの郷
29 日㈮まで 6 日㈯から

※農産物直売所は
　30 日㈯まで。

・市営斎場 31日㈰まで ３日㈬から

◉各施設の年末年始開館日

ふれあい
収集
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モ
ッ
ク
ル
家
の
家
計
簿

義務的
   経費

その他
経費

（54.0％）

（38.0％）

投資的経費
（8.0％）

①人件費
61億8,907万7千円
　　　 　（17.9％）

②扶助費
96億5455万4千円
　         （27.8％）

⑥公債費
28億6,931万2千円（8.3％）

⑦普通建設事業費 27億5,777万3千円（8.0％）

⑦災害復旧事業費
1,500万8千円
　　　（0.0％）

③物件費
50億5,915万2千円
　　　　（14.6％）

④補助費等
34億6,044万3千円（10.0％）

⑤繰出金
39億5,830万1千円
　　　　 （11.4％）

③維持補修費 2億7,312万3千円（0.8％）
⑧積立金
3億9,870万5千円（1.1％） ④貸付金 2,997万円

　　　　　  （0.1％）

（性質別）

❶市税
121億8,228万2千円
　            （35.1％）

❻繰越金 2億8,594万4千円（0.8％）
❼諸収入など 6億2,196万1千円（1.8％） ❷使用料及び手数料

6億2,034万5千円
　　　　（1.8％）

❺繰入金 
7億4,873万1千円
　　　　　（2.2％）

❸地方交付税
59億641万6千円
　          （17.0％）

❸国庫支出金
62億9595万4千円
　         （18.1％）

❹市債
28億550万円
        （8.1％）

❸府支出金
25億5,101万2千円
　            （7.3％）

❸その他 23億460万9千円（6.6％）

自主
財源

依存
財源

（42.9％）（57.1％）

❷分担金及び負担金4億2,162万2千円（1.2％）

（単位：円）

収　　　入
❶給与収入 105,200

❷パート収入 9,000

❸親族からの援助 147,300

❹金融機関からの借入 24,200

❺貯金の取り崩し 6,400

❻前月からの繰越金 2,500

❼雑収入 5,400

ー ー

300,000

（単位：円）

支　　　出
①食費 53,400

②医療費・教育費 83,400

③光熱水費・日用品・修理 46,000

④自治会などの会費 30,100

⑤子どもへの仕送り 34,200

⑥ローンの返済 24,800

⑦家の増改築 24,000

⑧貯金 3,400

299,300

市税❶
　市民税や固定資産税など
使用料、手数料など❷

　施設使用料や住民票交付手数料など
国庫・府支出金など❸

　国や府から給付されるお金など
市債❹

　金融機関などから借り入れたお金
繰入金❺

　貯金を取り崩したお金
繰越金❻

　前年度から繰り越されたお金
諸収入など❼

　財産の売り払いや寄附金など

①人件費
　職員の給料や議員報酬
②扶助費
　生活保護費や児童手当など
　福祉に使うお金
③物件費など
　物品・原材料購入費や
　修理代など
④補助費など
　各種団体に交付する
　補助金や貸付金
⑤繰出金
　特別会計に対して
　支払うお金
⑥公債費
　市債の元金や
　利子の支払金など
⑦普通建設事業費など
　道路や学校などの
　建設や改修など
⑧積立金
　貯金に積み立てるお金

Ａ

余ったお金

貯金残高 920,400

ローン残高 6,555,600

B

　　－　　   ＝700Ａ B

※貯金残高、ローン残高については、
　年収 360 万円とした場合　

歳出346億6,541万8千円歳入347 億4,437万6千円

※家計簿の番号は上記円グラフの番号と対比しており                        同じ比率で家計簿の数値を算出しています。

◉
今
月
の
焦
点
１　
平
成
28
年
度
決
算
報
告

　
平
成
28
年
度
の
決
算
が
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
収
支
は
１
７
２
１
万
７
千
円
で
、
財
政
調
整
基

金
を
２
億
２
千
万
円
取
り
崩
し
、
よ
う
や
く
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
経
常

的
な
支
出
が
経
常
的
に
入
る
お
金
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
表
す

指
標
を
「
経
常
収
支
比
率
」
と
い
い
、
前
年
度
か
ら
２・
７
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

99
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
府
内
都
市
平
均
97
％
を
２・
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て

お
り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
財
政
状
況
を
月
収
30
万
円
の
モ
ッ
ク
ル
家
の
家
計
簿

に
例
え
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

                                                          　

 

問
い
合
わ
せ　
財
政
課

あ
れ
？

ふ
た
り
と
も

ど
う
し
た
の
？

い
ま
家
計
簿
を

見
て
た
ん
だ
け
ど
ね
…

な
か
な
か
厳
し
く
て

モ
ッ
ク
ル
も
も
う
20
歳

こ
の
機
会
に

う
ち
の
家
計
を
一
緒
に

見
て
み
る
か
い
？

自
由
に

使
え
る
お
金

な
い
の
!?

確
か
に
ね
…

日
常
の
必
要
経
費

だ
け
で
収
入
の

大
部
分
を
使
い

果
た
し
て
い
る

状
態
だ
よ

！！

衛生費
46億1,714万9千円
             （13.3％）

民生費
153億5,479万
5千円（44.3％）

総務費
37億6,952万6千円
　　　　（10.9％）　

土木費
26億7,913万2千円
　　　（7.7％）

教育費
31億7,855万1千円
　　（9.2％）

消防費
11億7,575万8千円
　　　　   （3.4％）

公債費
28億6,931万2千円
　  （8.3％）

農林業費
4億7,273万6千円
　　　   （1.4％）

議会費
2億9,367万6千円
　　　　（0.9％）

商工費
2億2，420万3千円
　　       （0.6％）

労働費
1，557万2千円
　　　（0.0％）
災害復旧費
1,500万8千円
　  　（0.0％）

（目的別）

モックル家の月収が30万円としたら

毎
月
毎
月
精
一
杯
よ
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◉今月の焦点１　平成28年度決算報告

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
　

教
え
て
く
だ
さ
い
。 ?

市
長
に

聞
き
ま
し
た

　
市
長
と
し
て
、
河
内
長
野
市

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
満
足
で

き
る
よ
う
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
む
一
方
、
減

少
し
て
い
く
市
の
収
入
に
合
わ

せ
、
支
出
を
抑
え
、
収
支
を
合

わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
重
責
も
負
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
今
年
度
予
算
を
編
成

す
る
際
に
、
断
腸
の
思
い
で
、

「
事
業
仕
分
け
」
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
場
に
は
現
場

の
考
え
が
あ
り
、
現
場
の
思
い

や
努
力
を
、
書
類
と
意
見
陳
述

だ
け
で
判
断
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
来
年
度
予
算
編
成
に

は
、「
包
括
予
算
制
度
」
を
導

入
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
各

部
局
に
対
し
て
予
算
総
額
を
提

示
し
、
部
局
内
の
各
事
業
に
お

け
る
予
算
配
分
を
部
局
に
任
せ

る
「
現
場
主
義
」
の
制
度
で

す
。
た
だ
し
、
予
算
総
額
が
税

収
の
減
額
に
伴
い
減
少
し
ま
す

の
で
、
ど
の
事
業
を
削
る
か
を

各
部
局
が
自
主
的
に
決
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
来
年
度
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
遂
行
上
ど
う
し

て
も
減
額
で
き
な
い
経
常
的
経

費
や
、
行
政
の
重
要
課
題
解
決

に
必
要
な
重
点
領
域
経
費
を
除

き
、
約
８
％
削
減
し
た
総
額
で

予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

　
引
き
続
き
、
支
出
抑
制
を
工

夫
す
る
だ
け
で
な
く
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
拡
大
な
ど
収
入
増
加

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

複
式
簿
記
に
よ
る
発
生
主
義
会

計
を
導
入
し
コ
ス
ト
の
見
え
る

化
を
図
り
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
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本
市
で
は
今
後
、
人
口
減
少

や
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ

る
市
税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る

一
方
で
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
関
係
経
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

財
政
収
支
を
踏
ま
え
た
施
策
・

事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
財

政
基
盤
の
確
立
が
よ
り
一
層
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
定
住
・
転
入
の

促
進
や
産
業
振
興
な
ど
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
歳
入
の
増
加
に

努
め
ま
す
。
歳
出
面
で
は
引
き

続
き
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行

財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に

既
存
施
策
・
事
業
を
見
直
し
、

新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
施
策
や
事
業
に
組
み
換
え
て

い
く
こ
と
で
、
市
の
発
展
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

負
担
を
先
送
り
せ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き

る
財
政
基
盤
の
構
築
と
健
全
な

財
政
運
営
の
確
立
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

( 単位 : 千円 )
種 類 金 額 主な使い道
基 金 8,883,069

財 政 調 整 基 金 2,325,250 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,183,623 一般建設事業
減　債　基　金 404,528 借金の返済
その他特定目的基金 4,794,273 公共施設維持改修基金など
水 道 事 業 基 金 175,395 用地取得・施設整備など

市 債 63,269,731
臨時財政対策債等 19,453,878 財源不足への対応など
通常の建設地方債 13,271,460 公共事業等債など
水 道 事 業 債 4,761,214 建設改良事業費
下 水 道 事 業 債 25,783,179 建設改良事業費など

※市民１人当たりの基金の額は 82,279 円、市債の額は 586,032 円です。
（平成 29 年３月 31日現在の人口 :107,963、世帯数 :47,352）

■基金・市債の状況(単位:千円)
会計名 歳　　入 歳　　出

特 別 会 計 27,651,428 26,477,081
国民健康保険事業 16,127,694 15,202,683
土 地 取 得 124,611 124,611
部 落 有 財 産 14,853 14,853
介 護 保 険 9,546,986 9,350,411
後期高齢者医療 1,837,284 1,784,523
水 道 事 業 会 計  3,783,647 4,541,281 
収 益 的 収 支  2,713,933  2,393,761 
資 本 的 収 支  1,069,714  2,147,520 
下 水 道 事 業 会 計 5,305,537 5,889,390
収 益 的 収 支 3,085,819 3,107,933
資 本 的 収 支 2,219,718 2,781,457

■特別会計・公営企業会計の決算　
企
業
な
ど
が
用
い
る
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
に
よ
る

財
務
書
類
（
左
図
の
貸
借
対
照
表
な
ど
）
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
減
価
償
却
費
（
資
産
価
値
の
減
少

分
）
な
ど
、
従
来
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
コ
ス
ト
も
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
財
政
の
透
明
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

市
債
っ
て
借
金
の
こ
と
？

   

え
っ
と
…
、
い
ち
、

　
じ
ゅ
う
、
ひ
ゃ
く
…

事
業
費
の
削
減
や

基
金
の
活
用
で
市
債
残
高
は

減
っ
て
き
て
い
る
ん
だ

６
３
２
億
！

借
金
多
く
な
い
？

超
え
た
ら

危
な
い
ん
だ
ね

ひ
と
ま
ず

安
心
っ
…

河
内
長
野
市
は

早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て

い
る
で
し
ょ
？

長
く
使
う
道
路
や

施
設
は
市
債
で

将
来
の
住
民
に
も

負
担
し
て

も
ら
う
ん
だ
よ

指標 河内長野市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ※1 ー
（△ 0.08％） 12.42％ 20.00％

連結実質赤字比率※2 ー
（△ 19.48％） 17.42％ 30.00％

実質公債費比率※3 3.4％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 ※4 ー
（△ 9.2％） 350.0％ ー

公営企業会計 河内長野市 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 ー
（△ 140.6％） 20.0％

下 水 道 事 業 会 計 ー
（△ 26.6％）

比率が生じない場合は「ー」で表示、参考値の比率を（）内に掲載
※ 1 普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※ 2 すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※ 3 借金の返済額などの大きさから資金繰りの危険度をみる比率
※ 4 市が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率
※ 5 企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

河内長野市長　島田智明

■資産 1,483 億 9 千万円
（△ 26 億 2 千万円）

市が保有している土地や建物、債務返済の財源
などの総額
【内訳】
公共資産 1,389 億 8 千万円
　道路、公園、学校など （△18 億 6 千万円）
投資など 64 億 9 千万円
　基金、積立金、出資金など （△2 億 7 千万円）
流動資産 29 億 2 千万円
　現金・預金、未収金など （△4 億 9 千万円）

■負債 373 億 1 千万円
（△ 3 千万円）

将来の世代が負担する借入金（市債）
などで、返済が必要な債務の総額

■純資産 1,110 億 8 千万円
（△ 25 億 9 千万円）

現在までの世代がすでに負担し、将
来の世代が返済する必要のない正味
価値の総額

合計 1,483 億 9 千万円
（△ 26 億 2 千万円） 合計 1,483 億 9 千万円

（△ 26 億 2 千万円）

■貸借対照表（バランスシート）（平成 29 年３月 31 日現在・一般会計）

貸借対照表は、どのような資産を保有しているかと、その資産がどのような財源で賄
われているかを示した表です。※下記（）内は前年度比較。

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

予
算
編
成
の
新
た
な
取
組
み
と
し

て
、「
包
括
予
算
」
の
制
度
を
導
入
し

ま
す
。「
包
括
予
算
」
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
人
件
費
を
含
む
予
算
額
（
※
）
を

各
部
局
に
配
分
し
、
各
部
局
が
配
分
さ

れ
た
予
算
額
の
範
囲
内
で
創
意
工
夫
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
行
政
課
題
な
ど
へ

の
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
※
生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
な
ど
の

扶
助
費
、
市
債
の
返
済
と
し
て
支
払
う

公
債
費
な
ど
の
義
務
経
費
を
除
く
。）

■包括予算のイメージ
人
件
費
を
含
め
た
経
費

義
務

経
費

各
部
局
に
予
算
配
分

部　
　

部　
　

  

部

包

括

予

算

◀
新
た
な
施
策
を
実
施

重点施策

来
年
度
の
予
算
の
総
額

■健全化判断比率

■資金不足比率 ※5

この値を超えると

黄色信号 赤信号

＼ひとまずセーフ／

義
務

経
費

A　
　

B　
　

  

C

各
部
局
の

創
意
工
夫
に
よ
り
削
減

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
に
よ
る
財
務
書
類
を
作
成
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28 年度に実施した主要事業を
安全・安心、健康・生活支援などに分けて紹介します

問い合わせ　政策企画課 

平成28年度主要事業
◉今月の焦点 2　平成 28 年度主要事業

◉ 今月の焦点 2

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
支
援
・
設
置
の
充
実

（
４
５
６
万
３
千
円
）

地
域
に
お
け
る

包
括
的
ケ
ア
体
制
の
整
備

（
２
８
６
９
万
７
千
円
）

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

活
性
化
支
援
（
６
１
７
万
９
千
円
）

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
地
域
安
全

マ
ッ
プ
）の
作
成（
１
１
８
万
８
千
円
）

　
地
域
の
安
全
安
心
に
備
え
る
た

め
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
比
較

的
多
い
唐
久
谷
地
区
・
加
賀
田
上

地
区
の
住
民
と
と
も
に
、
危
険
個

所
や
一
時
避
難
場
所
な
ど
を
記
載

し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
家
庭

に
配
布
し
ま
し
た
。

■「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」の
開
催
（
28
万
４
千
円
）

　
地
域
防
災
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
を
対
象
と
し

て
、防
災
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
・

資
質
向
上
の
た
め
の
養
成
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。

■
避
難
所
に
お
け
る
災
害
時
備
蓄

物
資
の
整
備（
３
９
９
万
２
千
円
）

　
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、非

常
食
や
飲
料
水
な
ど
の
ほ
か
、
新

た
に
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
、
必
要
な

備
蓄
物
資
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

■
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

（
２
４
７
５
万
８
千
円
）

　
防
犯
の
推
進
を
め
ざ
し
、平
成
26

年
度
か
ら
５
カ
年
の
計
画
に
て
、
市

内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
自
治
会
か

ら
の
申
請
に
よ
り
１
８
５
９
灯
の
防

犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
市
民
公
益
活
動
の
活
性
化

（
１
１
６
９
万
２
千
円
）

　
市
民
に
よ
る
自
主
的
・
自
発

的
な
社
会
貢
献
活
動
や
、
協
働

の
促
進
を
総
合
的
に
進
め
る
た

め
の
施
設
、
市
民
公
益
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」

の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
公
益
活
動
へ
の
参
加
の
機

会
づ
く
り
や
活
動
の
活
性
化
に

向
け
て
支
援
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■「
丘
の
生
活
拠
点
」
創
生
事
業

（
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事

業
）（
３
７
９
０
万
円
）

　
開
発
団
地
の
再
生
モ
デ
ル
の
構

築
を
め
ざ
し
、
地
域
の
課
題
解
決

と
生
活
拠
点
化
を
図
り
、
多
世
代

が
交
流
し
、
互
い
に
支
え
合
え
る

ま
ち
の
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、関

西
大
学
に
研
究
を
委
託
し
、
住
民

主
体
の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
モ
デ
ル

的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
充
実

（
１
５
６
６
万
円
）

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
た

め
、
相
談
員
と
就
労
支
援
員
を
配

置
し
、
相
談
者
へ
の
支
援
や
関
係

　
地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
の
た
め
、
犯
罪
抑
制
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
、

主
要
幹
線
道
路
沿
い
に
新
た
に
14
台
の
公
設
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
防
犯
活
動
の
支
援
の
た
め
、
自
治
会
が
設
置
し
た
22
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。　

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
な
ど
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
市
民
・
関
係
団
体
・
事
業
者
・

行
政
な
ど
が
連
携
し
、
地
域
課

題
の
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る
地

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
組
織

化
や
、
地
域
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
支
援

し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心

協
働

健
康
・
生
活
支
援機

関
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
自

立
支
援
策
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
１
０
４
万
円
）

　
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
定
例
会
議

や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

し
、
地
域
で
の
各
員
の
活
動
を
支

援
し
ま
し
た
。

■
孤
立
死
の
未
然
防
止
に
向
け
た

体
制
整
備
（
67
万
４
千
円
）

　
孤
立
死
の
未
然
防
止
と
早
期
発

見
の
た
め
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸

に
配
布
し
、
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
関
係
機
関
の
ほ
か
、
見
守

り
協
定
を
締
結
し
て
い
る
各
事
業

所
に
も
協
力
を
依
頼
し
、
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
接
種
の
実
施

（
７
５
６
万
４
千
円
）

　
平
成
28
年
10
月
よ
り
定
期
予
防

接
種
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
慢
性

肝
炎
な
ど
の
原
因
と
な
る
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す
る
た

め
、対
象
と
な
る
乳
児
に
Ｂ
型
肝
炎

の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（
１
１
９
４
万
９
千
円
）

　
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
と

市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
を
目
的

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
バ

ス
の
運
行
状
況
な
ど
を
確
認
で
き
る

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導

入
や
、地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

を
支
援
し
ま
し
た
。

ボランティア・市民活動フェスティバル

LED 化した防犯灯

コミュニティサロン



1011 広報かわちながの●平成29 年（2017）12 月号

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

（
１
７
５
１
万
５
千
円
）

教
育

環
境

観
光

産
業
・
経
済

子
育
て
支
援
の
充
実
（
４
９
８
２
万
３
千
円
）

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
の

取
り
組
み
の
充
実（
１
０
４
６
万
５
千
円
）

市
営
斎
場
の
建
て
替
え
整
備

（
10
億
２
０
６
６
万
３
千
円
）

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、病
児
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
妊
産
婦
や
保
護
者
の
相
談
に
対
応
し
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
継
続
的
な

支
援
を
提
供
す
る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
は
じ
め
、
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
を
促
進
す
る
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
を
拠
点
と
し
た
「
人
と
自
転
車
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進
の
た
め
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
、
体
験
型
農
園
の
拡
充
や
、
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
と
も
に
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
、「
奥
河
内

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
四
季
を
通
じ
た
観
光
事
業
の
推
進
（
１
５
９
７
万
４
千
円
）

　
本
市
の
観
光
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
観
光
客
の
増
加
を
図
る
た

め
、
文
化
財
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
奥
河
内
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
下
里
運
動
公
園
人
工
芝
球
技
場

の
整
備（
１
億
３
５
３
５
万
７
千
円
）

　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
整
え
る
た
め
、サ
ッ
カ
ー

や
ラ
グ
ビ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
な
ど
に
利
用
で
き
る
人
工
芝
球

技
場
を
、
平
成
28
年
６
月
に
下
里

地
区
に
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

■
放
課
後
児
童
会
の
時
間
延
長
の

実
施
（
７
６
４
万
９
千
円
）

　
保
護
者
の
就
労
状
況
の
変
化
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
放
課
後
児

童
会
の
平
日
開
設
時
間
を
夜
７
時

ま
で
延
長
し
、
土
曜
日
や
夏
休
み

期
間
な
ど
の
開
始
時
間
を
30
分
前

倒
し
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全

な
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

　
近
年
の
火
葬
需
要
の
増
加
や
葬
儀
形
態
の
多
様
化
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
市
営
斎

場
を
建
て
替
え
、
平
成
28
年
10
月
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
空
き
家
な
ど
の
対
策
推
進
（
40
万
円
）

　
１
年
以
上
空
家
と
な
っ
て
い
て
、
地
震
で
倒
壊
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
木
造
住
宅
の
取
り
壊
し
費
用
を
補
助
し
ま
し
た
。

に
努
め
ま
し
た
。

■
国
指
定
史
跡
烏
帽
子
形
城
跡
整

備
（
３
０
３
８
万
５
千
円
）

　
市
の
歴
史
文
化
の
魅
力
を
発
信

し
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
憩
い
の
場
と
す
る
た
め
、国

指
定
史
跡
烏
帽
子
形
城
跡
の
誘
導

サ
イ
ン
や
遺
構
の
整
備
、
樹
木
の

間
伐
等
を
行
い
ま
し
た
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

（
１
０
３
２
万
円
）

　
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向

上
と
事
務
の
効
率
化
の
た
め
、
市

内
小
学
校
６
校
に
、
老
朽
化
し
た

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
代
え
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
併
用
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
小
学
校

７
校
、
平
成
30
年
に
中
学
校
７
校

に
整
備
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
、
平
成
28
年
６
月
か
ら
、
市
役

所
が
開
い
て
い
な
い
時
間
帯
で
も
、

最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証

明
な
ど
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
商
工
業
事
業
者
へ
の
支
援

（
９
０
５
万
円
）

　
市
内
事
業
者
の
経
営
基
盤
な
ど

の
強
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業

者
の
研
究
開
発
費
や
市
内
で
の
起

業
に
要
し
た
経
費
な
ど
を
補
助
し

ま
し
た
。

■
女
性
の
就
労
環
境
の
充
実

（
93
万
円
）

　
結
婚
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
に

よ
り
離
職
し
た
女
性
な
ど
を
対
象

に
、
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
講
座
の
開
催
や
、
就

労
体
験
、
キ
ャ
リ
ア
相
談
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
営
農
支
援（
８
３
８
万
８
千
円
）

　
販
売
農
家
の
育
成
や
農
産
物

出
荷
の
拡
大
を
図
る
た
め
、営
農

相
談
の
実
施
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
設
置
を
補
助
し
、
栽
培
が
比

較
的
容
易
で
収
益
性
の
高
い
作

物
の
栽
培
講
習
会
の
開
催
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

■
森
林
プ
ラ
ン
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み（
６
３
７
４
万
６
千
円
）

　
市
域
の
7
割
を
占
め
る
森
林

の
保
全
と
林
業
の
振
興
を
め
ざ

し
、
調
査
や
保
全
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
山
林
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
の
勉
強
会
や
、

地
元
材
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み（
３
５
０
万
円
）

　
河
内
長
野
駅
前
の
活
性
化
の

た
め
、長
野
商
店
街
内
で
人
々
の

交
流
を
促
進
し
、
活
動
の
拠
点

と
な
る
「
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座
」
を

◉今月の焦点 2　平成 28 年度主要事業

ICTを活用した授業の様子

市営斎場

奥河内くろまろの郷に集まるサイクリスト

体験型農園

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

運
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
の
機
運
醸
成
の
た
め
の
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
都
市
魅
力
の
創
造
と
効
果
的
な

発
信
（
２
４
１
万
８
千
円
）

　
市
へ
の
愛
着
や
誇
り
、
市
内
外

か
ら
の
認
知
度
や
好
感
度
を
高
め

る
た
め
、
市
民
な
ど
と
協
力
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、

広
報
戦
略
の
企
画
立
案
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
あ
か
み
ね
１
０
０
％
笑
顔
全
開

と
き　
12
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

と
か
け
る
▽
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
熱
湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
。

※
凍
結
し
て
破
損
し
た
時
は
、
　
止

水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、
水
道

料
金
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
、
☎

53
・
６
６
２
１
）
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

�
水
道
課

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

と
き　
12
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

内
容　
「
人
権
Ｓ
О
Ｓ
・
み
ん
な
考

え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
や
事
例
発
表
な
ど

暮らし 安全安心 障がい者保険・年金

安
全
安
心

障
が
い
者

暮
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
は
原
則
ご
本
人
の
た
め
、交
付
通

知
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
い
て
い
る
人

で
、
平
日
の
受
け
取
り
が
困
難
な

場
合
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　
12
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

※
必
要
書
類
な
ど
の
確
認
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」
を
検
索

し
て
く
だ
さ
い
▽
受
け
取
り
期
限

（
６
か
月
）が
過
ぎ
た
カ
ー
ド
も
引

き
続
き
保
管
し
て
い
ま
す
。

�
市
民
窓
口
課

水
道
管
な
ど
の
凍
結
防
止
を

　
寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、気

温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
屋
外
の

水
道
管
や
蛇
口
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

受
水
施
設
な
ど
で
水
が
凍
結
し
た

り
、
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た

め
、
早
め
に
防
寒
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
防
寒
の
方
法

　
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
に
は
保

温
材
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

市
販
の
も
の
、
ま
た
は
毛
布
・
布

で
も
可
）
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
か
ぶ
せ
る
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
時

　
凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
危
機
管
理
課

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

　
火
災
や
災
害
を
防
ぐ
た
め
、消
防

車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
な
ど
の

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　
12
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

�
消
防
署
（
☎
53
・
５
６
８
１
）

灯
油
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

　
灯
油
の
取
り
扱
い
や
保
管
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
事
故
防
止
の
た
め

に
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
灯
油
専
用
の
ポ
リ
容
器
を
使
用

し
、
古
く
な
っ
た
容
器
は
交
換
す
る
。

◎
物
置
な
ど
暗
く
て
温
度
の
低
い

場
所
に
保
管
し
、
雨
・
風
・
日
光

の
当
た
る
場
所
は
避
け
る
。

◎
安
全
の
た
め
必
要
量
以
上
の
保

管
は
し
な
い
。

◎
灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン

は
絶
対
に
入
れ
な
い
。

◎
火
の
気
の
な
い
場
所
で
給
油
す
る
。

◎
給
油
後
は
燃
料
タ
ン
ク
の
口
金

を
し
っ
か
り
締
め
る
。

◎
排
水
口
や
河
川
、
側
溝
な
ど
に

は
絶
対
に
捨
て
な
い
（
不
要
に
な

っ
た
灯
油
の
処
分
は
販
売
店
ま
た

は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

◎
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
つ
け
た
ま
ま

で
給
油
し
な
い
。

◎
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
な
ど
で
洗
濯

物
を
干
し
た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
ふ

と
ん
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近

く
で
使
用
し
な
い
。

◎
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
Ｃ
О
中
毒

を
防
ぐ
た
め
、
換
気
は
必
ず
行
う
。

�
予
防
課

防
犯
教
室

　
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
を
テ
ー
マ

に
府
警
察
本
部
生
活
安
全
班
が
寸

劇
を
行
い
ま
す
。

と
き　
12
月
６
日
㈬
午
後
２
時
～

３
時

と
こ
ろ　
小
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
あ
や
た
ホ
ー
ル
）

�
あ
や
た
ホ
ー
ル（
☎
54・０
７
７
３
）

特
定
健
康
診
査（
無
料
）の

集
団
検
診

　
特
定
健
診
は
取
り
扱
い
医
療
機

関
で
個
々
に
受
診
で
き
ま
す
が
、よ

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所

（毎月第３金曜日午前10時〜正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協
河内長野支所を除く）。

★回収ボックスに汚れたままのものや異物
を入れないでください。

◉廃食用油の回収
ところ 12 月 1 月

千代田公民館 11 日 15 日
南花台公民館 21 日 18 日
高向公民館 ー 17 日
加賀田公民館 8 日 ー
三日市公民館 22 日 ー
くすのかホール ー 22 日
あやたホール 25 日 ー

★回収時間は午前 10 時～ 11 時▷千代田・
南花台公民館は午前 11 時 30 分まで。

★エンジンオイルなどの鉱物油やラードは絶
対混入しないでください。

★廃食用油回収協力店を募集中▷協力いただ
ける店舗は環境政策課へご連絡ください。

り
多
く
の
人
に
受
診
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
役
所
別
館
で
集
団
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
が
ん

検
診
（
有
料
）
も
併
せ
て
受
診
で

き
ま
す
。

対
象　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中

で
40
歳
（
今
年
度
40
歳
に
な
る
人

を
含
む
）
～
74
歳
の
人
▽
今
年
度

に
取
り
扱
い
医
療
機
関
で
個
別
に

特
定
健
診
ま
た
は
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
人
や
受
診
す
る
予
定
の

人
は
対
象
外

と
き　
２
月
３
日
㈯
午
前
８
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
別
館

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
12
月
１
日
か
ら
保
険

証
と
特
定
健
診
受
診
券
を
用
意
し

て
電
話
で
保
険
年
金
課
へ

※
が
ん
検
診
の
詳
細
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

と
き　
12
月
17
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

ー
あ
か
み
ね

内
容　
ク
ラ
ブ
・
教
室
の
発
表
や

音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
昼
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
▽
作
品
展
は
12
月
９
日
～
14

日
に
開
催
（
10
日
は
除
く
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
56
・
１
５
９

０
、
�
56
・
１
５
９
２
）

全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍

　
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
第
17
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
選
手

が
活
躍
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
選
手
】
▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

＝
金か

ね

子こ

卓た
く

哉や

（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
３

位
▽
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
２
位
）
▼
サ

ッ
カ
ー
＝
津つ

田だ

悠ゆ
う

輔す
け

（
準
優
勝
）

�
障
が
い
福
祉
課

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

対
象　
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
府
内

の
学
校
を
卒
業
ま
た
は
在
学
し
た

聴
覚
障
が
い
者
と
そ
の
家
族

と
き　
１
月
７
日
㈰
午
後
１
時
～

５
時

と
こ
ろ　
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）

申
し
込
み　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス（
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
フ
ァ
ク

ス
番
号
を
記
入
）
で
大
阪
聴
力
障

害
者
協
会
事
務
局
へ
▽
当
日
参
加

も
可

�
同
事
務
局（
☎
06・６
７
６
１
・

１
３
９
４
、
�
06
・
６
７
６
８
・

３
８
３
３
） 保

険
・
年
金

フォト

犯罪被害防止対策に関する協定締結
　10月19日、市と河内長野警察署は「犯罪被害防止対
策に関する協定」を締結しました。この協定は、市と警
察が連携し、市民のみなさんの平穏な生活をおびやか
す犯罪を抑止することが目的です。今回、その取り組
みのひとつとして市役所庁舎に防犯に関する情報発信
ステーションを設置し、警察官の立ち寄り所とすること
で、来庁者への防犯意識の高揚を図ります。これらを
通じて、今後もより安全で安心なまちをめざします。

特殊詐欺被害を未然に防止
　コンビニへ来店した人の架空請求詐欺被害を未然
に防止したとして、河内長野警察署からファミリー
マート千代田店アルバイト店員の南出麻里さん（写
真左）とローソン河内長野三日市駅前店店長の佐藤
喜美夫さん（同中央）へ感謝状が贈呈されました。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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子育て 健 康

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　
実
家
が
遠
い
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　
12
月

12
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❷
「
マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
歌
っ
て
踊
ろ

う
お
楽
し
み
会
」

▼
と
き　
12
月
26
日
㈫
午
前
11
時

～
正
午　
▼
動
き
や
す
い
服
装
で　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❸
絵
本
の
ひ
ろ
ば

▼
と
き　
12
月
８
日
㈮
・
９
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
４
時
▽
８
日
の

み
市
内
の
絵
本
作
家
も
参
加
予
定　

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　
▼

と
き　
12
月
21
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午 　

❹
～
❻
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
12
月
12
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
11
月
30
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
�
50
・
４
６
６
５
）

く
ま
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　
２
歳
６
か
月
～
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
12
月
21
日
㈭
、
１
月
18
日

㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
各
月
の
５
日
か
ら
同

だ
け
の
参
加
も
可
）

申
し
込
み　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

４
・
５
歳
児
発
達
相
談

　
集
団
生
活
に
な
じ
め
な
い
、
か

ん
し
ゃ
く
が
ひ
ど
い
な
ど
の
相
談

に
心
理
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、

絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

と
き　
12
月
21
日
㈭
、
１
月
18
日

㈭
午
前
10
時
20
分
～
11
時
（
１
歳

児
向
け
）、午
前
11
時
20
分
～
正
午

（
２
歳
児
向
け
）　

と
こ
ろ　
図
書
館　

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

館
へ

�
三
日
市
公
民
館

　
　
　
　
　

 （
☎
62
・
６
１
５
５
）

公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
。

と
き
・
と
こ
ろ　
12
月
９
日
㈯
午

後
２
時
～
＝
南
花
台
公
民
館
、
12

月
16
日
㈯
・
１
月
20
日
㈯
午
後
３

時
～
＝
千
代
田
公
民
館
▽
い
ず
れ

も
30
分
程
度

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
南
花
台
公
民
館
（
☎
63
・
１
１

３
１
）、
千
代
田
公
民
館
（
☎
55
・

１
１
２
５
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
父
親
・
母
親
に
な

る
市
民

と
き　
１
月
27
日
㈯
午
前
９
時
50

分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
管
理
栄
養
士
や
助
産
師
の

お
話

定
員　
各
18
組
（
先
着
順
▽
母
親

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は

３
月
末
が
使
用
期
限

　
現
在
お
持
ち
の
が
ん
検
診
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
来
年
３
月
末
が
使
用

期
限
で
、
４
月
以
降
に
繰
り
越
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
医
療
機

関
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
、

す
ぐ
に
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❹
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年

９
月
１
日
～
11
月
15
日
生
ま
れ
の

第
１
子
と
そ
の
保
護
者　
▼
と
き　

１
月
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
、

２
月
５
日
㈪
午
後
１
時
～
３
時

（
４
回
シ
リ
ー
ズ
） 　
▼
内
容　
第

１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で
の

情
報
交
換
や
仲
間
作
り

❺
育
児
講
座
「
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま

て
交
流
会
」

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
27
年

４
月
２
日
～
平
成
28
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　
12
月
22
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午
▼
定
員　
15
組
（
抽
選
）

▼
内
容　
ヨ
チ
ヨ
チ
タ
イ
ム
を
卒

業
し
、
新
し
い
お
友
だ
ち
が
欲
し

い
人
、
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

❻
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」　

▼
対
象　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

乳
が
ん
検
診
（
有
料
）

対
象　
40
歳
以
上
で
平
成
29
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
前
年
度
に

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎ 06-6693-1199（24 時間）
★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯ 7119（ダイヤル回線・IP 電話か
らは☎ 06-6582-7119 へ▷ 24 時間）

★小児救急電話相談
相談電話　♯ 8000（ダイヤル回
線・IP 電話からは☎ 06-6765-
3650 へ▷午後８時～翌朝８時）

●休日・夜間の急病診療●
休日の急病診療 休日の小児急病診療 土曜・休日の

小児急病診療
夜間の

小児急病診療

診療科目
内科（中学生以下受診不可）
歯科
※12月２・９・16日は内科のみ。

小児科（中学生まで）

診療病院 休日急病診療所 富田林病院 当番病院

診療日 土・日・祝休日、
12 月 30 日〜１月３日

日曜日・祝休日、
12 月 29 日〜１月３日

土・日・祝休日、
12月29日〜１月３日 毎日

受付時間
▶土曜日＝午後６時〜８時 40 分
▶日曜日・祝休日・12 月 30 日〜
１月３日＝午前 10 時〜 11時 40
分と午後１時〜３時 40 分

午前９時〜 11 時
30 分と午後１時
〜３時 30 分

午後４時～
８時

午後８時
〜翌朝８

時

受診方法
など

直接同診療所へ
（菊水町 2-13、保健センター
隣、☎ 55-0300）
※健康保険証の持参を。

直接同病院へ
（富田林市向陽台 1-3-
36、☎ 29-1121）
※健康保険証の持参を。

まず消防署へ（☎53-0119）
※指定病院を紹介するか救急車で
搬送▷指定病院へ直接行ったり、
連絡したりしないでください。

五感で楽しむヘルシーランチ（1,100 円）
509kcal、塩分 3g、野菜 266g
■お店 のコメント　彩り野菜をふ
んだんに、食感にもこだわり試行錯
誤しながら当店らしいレシピを作り
ました。体に優しい甘酢あんや白み
そ豆乳スープをぜひご賞味くださ
い。※前日正午までに要予約。
■料理教室＆cafe SPOON　喜多町700-1 ☎090-8230-3911

スプーン

　健康総合企業のタニタと市内の飲食店10店舗がコラボレーショ
ンして、健康に配慮したオリジナルメニューを開発しました。今月
は「料理教室＆cafe SPOON」のメニューを紹介します。
※プロジェクトの詳細はＱＲコードからご参照を。
� 政策企画課

タニタ
監修
メニューかわちながの

あっぱれ！ゴハンプロジェクト

未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　
２
～
３
月
の
第
１
～
４
土

曜
日

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

費
用　
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
12
月
15
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

　
市
で
は
、
７
月
下
旬
に
、
平
成

29
年
４
月
１
日
時
点
で
20
歳
の
女

性
市
民
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
40

歳
の
女
性
市
民
に
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と12月4日㈪・11日㈪・
18 日㈪午前 10 時～午後３時 30 分▷ 12
月 11 日㈪＝「けいこ先生のリズム遊び」

（午前 11 時 30 分～）、15 日㈮＝「みん
なでストレッチ体操！」（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後３時
12 月 27 日㈬＝「干支絵本いぬまつり」（午
前 11時～正午▷参加費無料▷予約不要）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 12 月 13 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 12 月 15 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 12 月 27 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

市政と関連情報 モックル生活ガイド



1617 広報かわちながの●平成29 年（2017）12 月号

　11 月３日、天野山金剛寺では、重要文化財「弘法
大師像」の特別公開をはじめ、観心寺・延命寺の住
職を交えたトークショー（写真上）、大阪経済大学の
長田寛康名誉教授による講演会、天野小学校の児童
による文化財の解説（写真下）、音楽家サキタハヂメ
さんらの演奏などが開催されました。当日は、のべ
3500人が訪れ、参加者たちは様々なイベントを楽し
みながら、300 年ぶりの解体修理を終えた金堂を見
上げ、その鮮やかな朱色に驚いていました。

　10 月 18 日、消防本部屋外訓練場で、市内 14 事
業所による視閲式と消火技術錬成会が開催されまし
た。この日は各事業所から 79 人が参加。大会は自
衛消防隊の分列行進からはじまり、屋内消火栓競技
や消火器競技などが行われました。参加者たちは日
ごろ積み重ねた訓練の成果を披露していました。

　秋季全国火災予防運動に先駆け、大阪千代田短期大学
（小山田町）で11月１日、消防合同訓練が行われました。
河内長野青年会議所理事長の松本耕輔一日消防署長が
見守る中、地震により火災発
生という想定のもと、同大学、
消防本部、消防団が連携し学
生200人の避難、はしご車
での救助、負傷者の応急処
置や消火活動などが本番さ
ながらに展開されました。参
加した学生は、実際の消防活
動に触れることができ、防災
意識を高める貴重な経験に
なったと話していました。

　キックスで 11月12 日、青少年音楽フェスティバルが
開催されました。この催しは、青少年指導員と参加 21
グループの高校生、大学生が協力し、９月から毎月練習
を重ねてきたもので、この日が集大成となりました。舞
台上では、ロックのほかにも和太鼓やクラリネットなど
多彩なジャンルの演奏が披露され、集まった約 200 人
の観客とも一体となり、会場は大いに盛り上がりました。

若者のライブに会場の熱気も最高潮
青少年音楽フェスティバル

本尊が戻る前の貴重な体験
天野山金剛寺落慶法要プレイベント

Photo new
s kaw

achinagano

中世の荘園にタイムスリップ
ぐるっとまちじゅう博物館

　11 月 11 日・12 日、中世荘園の歴史的景観が残
る天見・流谷地区で、文化財などを巡るスタンプラ
リー、大阪市立大学生による景観の解説、石垣の伝
統的修復体験、棚田イルミネーションなどのイベン
トが開催され、のべ 914 人が参加しました。また、
天見小学校のオープンスクールも同時開催され、児
童が地域の歴史を題材に寸劇や紙芝居などを行いま
した。児童たちは、「魅力いっぱいの天見小学校に来
てください」と力強く呼びかけていました。 

大阪千代田短大と消防が連携
消防合同訓練

有事に備えて
自衛消防隊部会視閲式・消火技術錬成会

まちの話題をお届けします

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶


